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陽心会グループ医療法人

理事長  高良  健
医療法人 陽心会       社会福祉法人 陽風会 有限会社 ヘルスサポート

大道中央病院
那覇市安里1-1-37　　TEL.098-869-0005（代）
リハビリテーション部門　TEL.098-869-0050
メディカルプラザ大道中央病院
那覇市字大道123　　TEL.098-886-0007（代）
一 般 内 科 部 門　TEL.098-886-0115
循 環 器 部 門　TEL.098-886-5141
糖 尿 病 部 門　TEL.098-886-0115
人 工 透 析 部 門　TEL.098-886-5151
健 診 部 門　TEL.098-886-0078
介護老人保健施設 やすらぎの里
那覇市安里3-1-57　　TEL.098-869-0030
有料老人ホーム 星の館
那覇市安里1-1-17　　TEL.098-917-1262
グループホーム たかまーみの家
那覇市字大道94-3 TEL.098-887-0081

グループホーム 大道が丘
那覇市字大道94-3 TEL.098-885-0036
小規模多機能型ホーム 大道
那覇市字大道94-3 TEL.098-885-0018
地域交流センター 大道
那覇市字大道94-3 2F TEL.098-885-0018
那覇市地域包括支援センター 若狭
那覇市若狭2-1-10 TEL.098-863-1165
ケアハウス 常夏の島
那覇市牧志3-8-10 TEL.098-951-0036
特別養護老人ホーム 前島
那覇市前島2-18-17 TEL098-894-8039
那覇市末吉老人福祉センター
那覇市首里末吉町2-14  TEL.098-886-3510
那覇市壷川老人福祉センター
那覇市壷川2-3-11 TEL.098-853-1139

那覇市辻老人憩の家
那覇市辻2-14-1  TEL.098-864-0580
那覇市地域包括支援センター 新都心
那覇市銘苅1-6-15 TEL.098-941-2252
福祉用具貸与・販売事業所
那覇市字大道128  TEL.098-885-0100
有料老人ホーム 健寿の杜
那覇市安里3-1-47 TEL.098-941-0070
有料老人ホーム 松風邸
那覇市辻2-10-14  TEL.098-869-8557
ヒルズガーデン那覇
那覇市字松川20-1 TEL.098-885-0300
有料老人ホーム 大道中央
那覇市字大道127  TEL.098-886-0061
有料老人ホーム ヒルズガーデンアネックス
那覇市松川２０番5  TEL.098-975-5275

デイサービスセンター 松川
那覇市字松川20-1 TEL.098-885-0300
デイサービスセンター 大道
那覇市字大道127  TEL.098-886-0066
デイサービスセンター こすもす
那覇市松川２０番5  TEL.098-975-5273
グループホーム 若狭の家
那覇市若狭3-4-10 TEL.098-951-0551
小規模多機能型ホーム 若狭
那覇市若狭3-4-10 TEL.098-951-0550
地域交流センター 若狭
那覇市若狭3-4-10 TEL.098-951-0550
那覇市地域包括支援センター かなぐすく
那覇市鏡原町１番68号 1F TEL.098-852-0777
在宅総合ケアセンター 大道
那覇市安里381-1  TEL.098-885-0030

在宅総合ケアセンター 大道／訪問介護事業所
那覇市字大道128   TEL.098-885-0033
有料老人ホーム 牧志
那覇市牧志2-9-43  TEL.098-862-1331
有料老人ホーム きらら
那覇市安里3-1-47 5F･6F　TEL.098-923-5707
デイサービスセンター リバーサイド
那覇市安里1-1-18
3F TEL.098-862-1501 2F TEL.098-943-2016
居宅介護支援事業所 なまくま
那覇市泊2-25-2   TEL.098-943-5565
介護用品
那覇市字大道116   TEL.098-917-0916

今回は、医療法人陽心会メディカルプラザ大道中央病院で外来を務める
石内勝吾琉大教授に、認知症予防の研究や臨床現場での応用、定期的
に実施している市民公開講座などについてお話を伺いました。

を
行
っ
て
い
ま
す
。
講
座
の
運
営
資
金

は
外
部
資
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
、

大
道
中
央
病
院
を
運
営
す
る
医
療
法

人
陽
心
会
の
高
良
健
理
事
長
か
ら
も
多

大
な
支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
主
催
す
る
市
民
公
開
講
座
で

　
生
活
習
慣
の
重
要
性
を
伝
え
る

―
石
内
教
授
は
定
期
的
に
市
民
公
開
講
座

を
開
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

石
内 

昨
年
11
月
３
日
に
は
那
覇
市
の

自
治
会
館
で
、
今
年
は
９
月
23
日
に
沖

縄
市
民
会
館
、
10
月
５
日
に
那
覇
市
の

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
で
市
民
公

開
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

―
講
座
の
内
容
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

石
内 

ま
ず
講
演
の
冒
頭
で
沖
縄
県
の

平
均
寿
命
の
現
状
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

平
均
寿
命
は
厚
生
労
働
省
が
国
勢
調

査
や
人
口
動
態
統
計
な
ど
の
デ
ー
タ
を

基
に
「
市
区
町
村
生
命
表
」
と
し
て
５

年
ご
と
に
算
出
し
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
県
は
２
０
２
０
年
の
最
新
デ
ー

タ
で
男
性
が
80
・
73
歳
、
女
性
が
87
・

88
歳
と
な
っ
て
お
り
、
前
回
調
査
の
15

年
か
ら
男
性
は
０
・
46
歳
、
女
性
は
０
・

44
歳
と
ほ
ん
の
わ
ず
か
し
か
延
び
て
い

ま
せ
ん
。
寿
命
の
延
伸
を
阻
害
し
て
い

る
要
因
と
し
て
、
男
女
と
も
に
働
き
盛

り
世
代
に
お
け
る
高
血
圧
や
糖
尿
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
か
ら
併
発
す
る
が
ん
、

と
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
を
目
指
し
、
記
憶
と
学

習
お
よ
び
情
動
に
重
要
な
役
割
を
担
う

脳
の
部
位
〈
海
馬
〉
の
機
能
に
着
目
し

た
診
断
技
術
と
治
療
技
術
を
駆
使
し
た

「
ブ
レ
イ
ン
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」
を
実
践
・

提
供
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
肥
満
、が
ん
、

軽
度
認
知
障
害
と
認
知
症
、
先
進
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
関
連
分
野
に
お
い
て

蓄
積
さ
れ
た
研
究
成
果
の
技
術
移
転
、

社
会
実
装
化
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

―
海
馬
は
認
知
症
の
発
症
に
も
深
く
関

わ
っ
て
い
る
と
お
聞
き
し
ま
す
。

石
内 

海
馬
を
含
め
た
脳
の
重
さ
の
測

定
〈
脳
重
解
析
〉
は
全
国
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
は
脳
重
低
下
に
よ
る

脳
萎
縮
の
単
な
る
判
定
で
は
な
く
、
記

憶
機
能
の
算
定
、
海
馬
記
憶
回
路
網
の

シ
ナ
プ
ス
結
合
と
シ
ナ
プ
ス
強
度
の
評

価
を
行
い
「
脳
か
ら
健
康
長
寿
を
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
認
知
症
の
予
防
や
生

活
習
慣
病
の
克
服
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
脳
は
大
き
い
ほ
ど
、
あ
る
い
は
重
い
ほ

ど
機
能
が
良
い
」
わ
け
で
は
な
く
、
実

際
に
機
能
そ
の
も
の
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
直
接
調
べ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

―
医
療
法
人
陽
心
会
と
も
連
携
さ
れ
て
い

ま
す
。

石
内 
先
ほ
ど
の
説
明
の
よ
う
に
、
私
た

ち
は
世
界
唯
一
の
ユ
ニ
ー
ク
な
方
法
で

那
覇
市
の
メ
デ
ィ
カ
ル
プ
ラ
ザ
大
道
中

央
病
院
５
階
の
「
ブ
レ
イ
ン
・
ヘ
ル
ス

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
で
、
海
馬
機
能
検
査

　
脳
か
ら
健
康
長
寿
を
実
現

　
ブ
レ
イ
ン
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア

―
石
内
教
授
は
２
０
０
９
年
に
琉
球
大
学

医
学
部
脳
神
経
外
科
の
教
授
に
就
任
さ
れ
、

附
属
病
院
の
副
病
院
長
を
務
め
る
な
ど
、

地
域
医
療
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
は
名
誉
教
授
と
し
て
後
進

の
指
導
に
当
た
る
と
と
も
に
、
琉
球
大
学

医
学
部
先
端
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ブ
レ

イ
ン
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
学
講
座
（
寄
付
講
座
）

特
命
教
授
と
し
て
活
躍
し
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
ま
ず
は
ブ
レ
イ
ン
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア

講
座
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
け
ま
す
か
。

石
内 

日
本
は
生
産
年
齢
人
口
（
15
〜

64
歳
）
と
14
歳
以
下
の
人
口
減
少
に
加

え
、
高
齢
化
率
（
65
歳
以
上
の
人
口
の

割
合
）
が
29
・
３
％
（
２
０
２
４
年
９

月
15
日
現
在
）
と
世
界
一
高
く
、
第
２

位
の
イ
タ
リ
ア
を
５
％
以
上
引
き
離
し

て
い
ま
す
。
ブ
レ
イ
ン
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
学

講
座
は
こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え

「
高
齢
者
の
健
康
増
進
」「
生
活
の
質（
Ｑ

Ｏ
Ｌ
）の
向
上
」「
生
き
が
い
を
感
じ
る

人
生
を
送
る
た
め
」
に
必
要
と
さ
れ
る
、

革
新
的
な
医
療
の
開
発
と
そ
の
提
供
を

目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

―
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
実
践

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

石
内 

私
た
ち
は
今
や
人
生
１
０
０
年

時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
講
座
で
は
、

個
別
化
予
防
に
よ
る
健
康
寿
命
の
延
伸

セッション

心
疾
患
、
脳
卒
中
な
ど
に
よ
る
死
亡
率

の
高
さ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

地
元
の
食
材
を
中
心
と
し
な
い
食
習

慣
、
非
運
動
習
慣
、
喫
煙
の
習
慣
、
過

度
の
飲
酒
は
心
臓
病
・
脳
血
管
障
害
、

が
ん
を
発
症
し
て
死
亡
率
を
上
昇
さ
せ

る
こ
と
が
統
計
学
的
に
も
証
明
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
も
説
明
し
て
い
ま
す
。

―
会
場
の
反
応
は
い
か
が
で
し
た
か
。

石
内 

と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
特
に
昨

年
11
月
と
今
年
10
月
の
講
演
会
場
は

ほ
ぼ
満
席
で
、
皆
さ
ま
熱
心
に
講
演
を

お
聞
き
く
だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

場
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
サ
イ
ボ
ー
グ
活
用
の
リ
ハ
ビ
リ
で

　
海
馬
機
能
が
改
善

―
石
内
教
授
は
長
年
に
わ
た
り
長
寿
の
研

究
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
得
ら

れ
た
〝
気
づ
き
〞の
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば

お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

石
内 

１
０
０
歳
を
超
え
て
な
お
活
発

に
活
動
を
行
う
「
矍
鑠
（
か
く
し
ゃ
く
）

百
寿
者
」
の
方
々
か
ら
多
く
の
教
え
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
共
通
す
る
こ

と
の
一
つ
と
し
て
〝
他
者
へ
の
配
慮
〞
に

注
目
し
て
い
ま
す
。

―
具
体
例
な
ど
が
あ
れ
ば
。

石
内 

日
本
初
の
知
的
障
害
児
通
園
施

設
「
し
い
の
み
学
園
」
の
創
立
者
で
あ

る
曻
地
三
郎
さ
ん
が
１
０
６
歳
の
時
、

全
国
で
開
催
さ
れ
た
市
民
公
開
講
座
に
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私
も
一
緒
に
回
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
新
聞
記
者
ら
も
参
加
し
た
打
ち
上

げ
の
席
で
私
が
静
か
に
し
て
い
る
と
、

す
か
さ
ず
「
石
内
先
生
、
楽
し
ん
で
い

ま
す
か
」
と
お
声
掛
け
い
た
だ
き
、
続

け
て
「
フ
ラ
ン
ス
で
講
演
し
た
時
に
英

語
で
話
し
た
が
十
分
に
意
思
の
疎
通
が

で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
帰
国
後
に
フ

ラ
ン
ス
語
を
勉
強
し
、
２
回
目
は
フ
ラ

ン
ス
語
で
講
演
し
た
」
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
持
参
の
手
帳
に
ぎ
っ
し
り
書

き
込
ま
れ
た
文
法
の
勉
強
の
記
録
を
私

に
見
せ
な
が
ら
「
石
内
先
生
、
今
か
ら

で
も
遅
く
は
な
い
で
す
よ
」
と
、
当
時

52
歳
の
私
は
１
０
６
歳
の
曻
地
先
生
か

ら
諭
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　

初
対
面
の
時
、
私
が
「
長
生
き
の
コ

ツ
は
何
で
し
ょ
う
」
と
質
問
す
る
と
、

曻
地
先
生
は
「
脱
着
」
と
返
答
さ
れ
ま

し
た
。
私
が
そ
の
意
味
を
飲
み
込
め
な

い
で
い
る
と
「
ダ
メ
な
自
分
と
お
さ
ら

ば
す
る
機
会
を
常
に
窺
い
な
が
ら
努
力

を
続
け
、
時
が
来
た
ら
昔
の
自
分
か
ら

脱
着
し
て
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
入
る
」
と

の
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
曻
地
先

生
の
社
交
術
と
ユ
ー
モ
ア
、
気
遣
い
は

本
当
に
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
出
会
い
も
あ
り
、い
つ

し
か
〝
シ
ナ
プ
ス
は
心
の
絆
で
強
く
な

る
〞
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

感
激
し
た
り
、
感
謝
し
た
り
、
生
き
が

い
を
感
じ
た
り
す
る
と
、
わ
れ
わ
れ
の

琉球大学医学部先端医学研究センター
ブレイン・ヘルスケア学講座（寄付講座）特命教授

石内 勝吾（いしうち しょうご）

左から西村正彦講師、石内教授、宮城安代研
究員、大城慶起事務官、宇杉竜一客員研究員

講演会の様子＝10月5日、沖縄県立博物
館・美術館

海
馬
は
素
晴
ら
し
い
精
神
空
間
を
つ
く

り
、
認
知
機
能
が
高
ま
る
と
と
も
に
心

身
も
豊
か
に
な
る
。
私
た
ち
の
脳
は
、

例
え
ば
太
古
の
時
代
で
あ
れ
ば
狩
猟
の

た
め
に
動
物
を
追
い
か
け
、
捕
ら
え
る

た
め
の
工
夫
を
し
て
き
ま
し
た
。つ
ま

り
私
た
ち
人
類
は
身
体
を
鍛
え
な
が
ら
、

同
時
に
頭
を
鍛
え
る
こ
と
で
発
達
し
て

き
た
わ
け
で
す
。

―
体
を
鍛
え
る
こ
と
は
認
知
症
の
予
防
や

治
療
に
も
つ
な
が
る
の
で
し
ょ
う
か
。

石
内 

私
た
ち
は
高
齢
者
の
身
体
に
大

き
な
負
担
を
掛
け
ず
に
シ
ナ
プ
ス
を
養

お
う
と
、
サ
イ
バ
ー
ダ
イ
ン
社
製
の
装

着
型
サ
イ
ボ
ー
グ
で
腰
タ
イ
プ
の

「H
ybrid A

ssistive Lim
b

」（
以
下
、

Ｈ
Ａ
Ｌ
）
を
用
い
て
い
ま
す
。Ｈ
Ａ
Ｌ
は

感
覚
運
動
障
害
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
治
療
を
効
果
的
に
向
上
さ

せ
る
も
の
で
、
そ
の
回
復
効
果
が
着
目

さ
れ
て
い
ま
す
。Ｈ
Ａ
Ｌ
の
使
用
に
よ
る

継
続
的
な
ヒ
ト
脳
の
神
経
回
路
網
に
及

ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
十
分

な
検
討
が
な
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
私
た
ち
は
Ｈ
Ａ
Ｌ
が
海
馬
機
能
を

改
善
す
る
こ
と
を
見
出
し
ま
し
た
。

―
市
民
公
開
講
座
で
も
Ｈ
Ａ
Ｌ
に
対
す
る

関
心
は
高
か
っ
た
で
す
ね
。

石
内 

そ
う
で
す
ね
。
現
在
、Ｈ
Ａ
Ｌ
を

用
い
た
特
定
臨
床
研
究
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私たちは世界唯一の
ユニークな方法で
海馬の機能検査を
行っています。

問い合わせ先
琉球大学ブレイン・ヘルスケア学講座　
TEL：098-895-1843 
E-mail：h149440@med.u-ryukyu.ac.jp
担当：大城、宮城、西村
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